
 

 

２０２６年５月１日（金） 

小雨の天候の中、参加者３４名、金山集合（一部の方現地集合）にて、名鉄電車で現地 

場所の有松駅に到着。１０時００分より「有松まち歩き」スタート・・・・・ 

散策中の前半は雨も止んでいましたが、終盤はやや降られました。 

参加者３４名が７人前後のグループに分かれ、５名のガイドにより散策開始です。 

 

  

有松に建て並ぶ街並みは、多くが国・県・市の「有形文化財」に成っています。 

以前は道路端に立ち並ぶ電柱は、黒塗りで景観を壊さないようにしていましたが、

現在は電線を地中に埋められたため街並みが随分綺麗になりました。 



 

 

 

  

❺  岡家住宅 

 

江戸末期の建造で重厚な建築形態を良く残した

建物で主屋の間口は有松でも最大級である。主

屋 1 棟・作業場 1 棟・蔵 2 棟の構成で、連子格

子・なまこ壁・虫籠窓・塗ごめ造りをよく残してい

る。2 階のひさし下の塗ごめ造りが波状になって

いるのがこの家の特徴となっている。 

街並みで唯一建物公開をしています。 

1 反１３m の絞りが数多く保管されていた 

反物が展示されています。 

❶ 竹田家住宅 

絞商の町屋建築を良く残した、有

松東海道を代表する建物のひと

つ。 

主屋 1 棟・蔵 3 棟・茶室 1 棟・26

畳の書院造りの座敷からなる。二

階の壁は黒しっくいの塗ごめ造り、

ひさしには明治期のガス燈が乗

り、当時の商家の繁栄ぶりを細か

く今に残している。 

向かって右横の塀の長さは。 

７０ｍもの長い塀が続きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この小塚家のすぐ近くの道の入り口にはこん

な案内が有り、このように記載してあります。 

長坂道  ながさかみち 

・・・・・東海道より古い道 

「桶狭間道」「刈谷道」とも呼ばれ、江戸時

代よりあった古道。 

紺屋（こうや）の染場や絞り職人さんの家々

が並んでいました。 

歌川広重 東海道五十三次鳴海（名物有松

■まちの成り立ち 

有松は、慶長 13 年（1608）、東海道の鳴海

宿と池鯉鮒宿（ちりゅうじゅく）の間に尾張藩

によって開かれました。東海道を往来する

旅人の土産物として絞り染（有松絞）が考案

され、以降、有松絞と共に有松の町は発展

しました。 

 天明４年（1784）の大火により村の殆どが

焼失しましたが、尾張藩の援助も有り、20

年程でほぼ復興したと伝えられます。 

 
明治維新以降、東海道の往来者が大きく減ったことなどから、有松絞は著しく衰退しました。しかしそ

の後新たな意匠や製法の開発、卸売販売への業態転換などによって再興、明治後期から昭和初期に

かけて最も繫栄しました。 

 東海道沿いには、今なお絞り商の豪壮な主屋をはじめとする数多くの伝統的な建物がのこり、有松絞

によって繫栄した往時の様子を今に伝えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❻ 中濱家住宅 

裏口は VIP な客の専用口（写真は Web より） 

最後は絞り会館に集合し、 

1時間30分のガイドにより「有

松まち歩き」も終了です。 

多くの参加者様有難う御座い

ました。 

 


